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令和５年度第１回明石市地域自立支援協議会 

社会福祉審議会障害者専門分科会 

 

日時：令和５年８月１日午後２時から４時 

場所：明石市役所議会棟２階大会議室 

出席委員：【地域自立支援協議会】 

 阪田委員・相馬委員・宮本委員・鳥居委員・賀部委員・四方委員・山下委員・中嶋

委員・三宅委員・山形委員・森委員・井上委員・瓜生委員・柏木委員 

 【社会福祉審議会障害者専門分科会】 

 吉田委員・佃委員・飯塚委員・宮村委員 

欠席委員：【地域自立支援協議会】 

  坂委員・岡田委員 

  【社会福祉審議会障害者専門分科会】 

  佐伯委員・三木委員 

事 務 局：多田生活支援部長兼福祉事務所長・藤原生活支援室長・中谷障害福祉課長・藤川計画

係長・西出障害福祉係長・山中自立支援係長 

関係部署：玉井あかし保健所副所長兼相談支援担当課長・木股発達支援課長、中川施設人材育成

課長・辻インクルーシブ推進室課長 

関係機関：山崎しごと部会長・馬場しごと副部会長・山﨑くらし副部会長 

     明石市社会福祉協議会（橘田室長・足立専門員・南部専門員・藤原専門員） 

 

―開会あいさつ― 

―部長あいさつ―  

―出席の確認― 

 

事務局： 

 それでは議題の協議に移りたいと存じます。まず議題の１、第６次障害者計画及び障害福祉計

画（第７期）、障害児福祉計画（第３期）の策定について、事務局より説明いたします。 

 

―資料に基づき説明― 

 

委員： 

 基本目標について、気になる点を申し上げます。 

 まず基本目標１「誰もが安心・安全に暮らせる生活環境にするために」のところで、一般的な

グループホームと体験ホームに、特に知的障害者の子たちが、生活環境の変化へのスムーズな適

用をするための訓練ができるホームを考えていただきたいです。また、ショートステイの施設数

と家族の心のケアができる環境が、圧倒的に少ないので考えていただきたいです。 

 基本目標２「住み慣れた、希望する地域でいきいきと暮らせるために」ということで、移動支
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援がありますが、支援員の絶対数が足りないので、何か改善策をお願いしたいです。 

 また、学童の人たちの放課後デイサービスと異なり、高等部を卒業した後の人は日中活動へ地

域の場に行きますが、終了時間が早い事業所では３時頃で終了します。そこから後の３～４時間

の時間帯について、成人の人たちへのサービスがなかなかないことに困っている実情があります

ので、考えていただきたいです。 

 基本目標３「安心して自分らしい地域生活を支えるために」という中で、健康の保持、増進と

いうところですが、一般的な企業に勤めている場合は、企業で健康管理として年に１回健康診断

の受診ができ、日中活動をやっている大規模な法人でも、その施設で受診できます。ところが、

中小規模の事業所は、カバーができていません。個人で受診させるのではなく、年に１回ほど施

設で健康診断が受けられるようにできればと思います。 

 特別支援学校について、県立がほとんどで、この東播磨地区はご存じのように、明石市内在住

の子はいなみ野特別支援学校に行っており、大体２３０人ぐらいの明石の子が通っています。そ

のいなみ野が狭隘で全然教室も足りないという状況で、支援を必要な人たちが増えています。そ

の中で兵庫県が出した改善策というのが、「加古川の平荘小学校が廃校になるから支援学校にリ

ニューアルする。」「東播磨特別支援学校を１棟増やして、そこに増員する。」という話を聞い

ています。 

 また、いなみ野特別支援学校は全部壊して建て直し、４階建の施設を造って対応し、今いる人

は十分引き受けられるということですが、明石には何もなく、１０年間はこのままかと思います。

明石の子が行くところは、いなみ野しかほとんどない現状なので、せめて特別支援学校の高等部

だけでも明石で創っていただきたいです。今明石は特別支援級に在校する人たちが約７００人い

ますが、人数が１０年間で倍になっています。小中学校の支援学級の生徒がどんどん卒業します

が、高等部へ行けない子もいます。いなみ野には平均１学年３０～４０人行っておりますので、

明石で何か対応ができないか長期的な目で見てほしいです。 

 最後に、「成年後見制度の利用支援」の項目について、明石市では後見制度を作り、市民後見

人も養成して対応をしていますが、成年後見制度というのは非常に使いにくい制度で、一旦使っ

たらやめられず、また決めた人は変更ができない状況です。基本的に裁判所の判断が必要ですが、

なかなか難しいです。明石市だけでは解決できない問題ですけれども、もう少し柔軟な対応がで

きるような利用しやすい制度に対応していただきたい。 

 

事務局：  

 まずグループホーム、ショートステイの件について、特に体験型のグループホームについては、

地域自立支援協議会の中でも様々な検討を行っているところです。そういった仕組みが必要だと

いうことは重々承知しております。また、ショートステイについても、レスパイトの要望が増え

ている中でなかなか希望どおりに利用いただくのが難しいという現状で、これも大きな課題だと

認識をしております。 

 次の移動支援につきましては、支給量のところでのご要望もいただいている中で、今回ご指摘

いただいているヘルパーが不足しているというところは障害分野だけではなく、明石市の福祉分

野全体で福祉人材の確保と育成というところで喫緊の課題だと認識しており、現在も取組を進め
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ているところです。 

 その次の高校卒業した後の日中活動についてですが、放課後デイサービス等の場合は、夕方６

時頃まで開所している事業所が多いですが、どうしても成人の事業所になると３時～４時に終わ

る事業所が多く、保護者やご家族の方がお仕事から帰られる６時～７時までの間の２時間、３時

間をどう過ごすかという課題を、しっかり考えていかないといけないと思っているところです。 

 次の健診につきましても、大きな法人でしたら集団で取り組んでいらっしゃる事業所もありま

すが、なかなか小規模の事業所では対応がしきれていない現状があると私たちも認識をしている

ところです。すぐに何がどうできるというのは難しいかもしれませんが、ご意見を踏まえてしっ

かりと考えていきたいと思います。 

 教育の部分について、これまでも様々な場でご意見いただいているところです。特に、いなみ

野特別支援学校の問題につきましては県の教育委員会の対応というところで、福祉として何がで

きるかいうところは非常に難しいですが、まず市の教育委員会としっかりと協議した上で、言う

べきことは市として県にしっかりと言っていかないといけないと考えており、また、県で対応い

ただけない部分を市で何ができるかいうところも併せて考えていきたいと思います。このことは

大きな課題ですので、計画の策定云々は別にして、しっかりと県及び市の教育委員会と調整して

いきたいと考えております。 

 最後の成年後見は国の制度で、難しい問題です。確かに使いにくく、制度上の課題が様々ある

ということは認識しております。国の動向等を踏まえ、しっかりと問題点等を把握していきたい

と思っております。貴重なご意見ありがとうございます。 

 

委員：  

 コミュニケーションのところで、視覚障害の方、聴覚障害の方に向けた内容が多かったですが、

アンケートの内容を見ると発達障害の方がコミュニケーション、意思疎通に困っているという内

容が多かったように思います。発達障害の人もコミュニケーションの障害なので、発達障害の方

にも何かお力添えをいただければと思いました。 

 

事務局： 

 市民アンケートの情報コミュニケーションに関する項目で「コミュニケーション手段及び情報

を利用する手段」ということで障害の種別で集計をしております。全体的な内容としましては、

どういったコミュニケーションを求めているかというとやはり家族や介助者、友人等の支援を求

めている方が多いというところと、意思疎通が難しいという方の中に、療育手帳、精神障害者保

健手帳、発達障害の方がかなりの割合を占めておりますので、手話通訳が必要な方だけではなく

て、ご自身の思いを表現することが難しい療育手帳をお持ちの方、発達障害の方、精神障害の方

に対する支援も非常に重要と思っております。ただ、意思疎通の難しい方の中で一般的になじみ

があるのは、やはり手話通訳や要約筆記になりますので、どうしてもそういったところに焦点が

当てられがちです。 

 現在、市では、手話通訳や要約筆記の派遣事業を行っていますが、それ以外でも職員に対する

障害理解研修や、市役所の各窓口で様々なやり取りを市民の方とさせていただくにあたって、業
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務ごとのコミュニケーション支援ボードを作成しているところです。今は税の部署と相談をして、

税金に関するやり取りで窓口来られた際に、どういった手続の用件で来られているかをお伝えす

るのが難しい方、発語するのが難しい方でも対応できるようなコミュニケーションボードの作成

に取り組んでいます。 

 また、市内の事業所やお店等に対しても、コミュニケーションボード作成を支援する取組を始

めているところです。そういった地道な取組に加えて、市だけではなく、地域の事業者等を含め

て、そういったコミュニケーションが難しい方にどういう手を差し伸べるかをしっかりと理解を

してもらうために出前講座なども活用して、啓発をしていきたいなと考えております。 

 

委員：  

 先ほどお話が出ました日中活動の事業所について、肢体不自由の方もグループホーム、通所施

設、入所施設などがかなり不足しているということと、成人の施設で終了してからの待機時間等

の時間の使い方を見直していただきたいなと思っています。 

 また、安心・安全の避難行動についてですが、１点目が私たちの子どもは自力では逃げること

ができないので、家族と一緒に逃げることが前提になりますが、「迷惑をかける」「人が大勢い

る」という面で、避難することへの懸念や不安を感じ、自宅での待機というのを選択せざるを得

ない方が多くなると思います。また、第一避難所から福祉避難所へ移る際にどういうふうに避難

していくのかということに不安を感じている方もいますので、今後の検討をお願いしたいです。

２点目は、昨年度に明石市で大規模な避難訓練をしていただいており、また今年度も実施予定と

伺っています。実施内容から少しずつ課題も見えてきていると思いますので、課題の解決をお願

いします。 

 

事務局：   

 災害時の避難につきましては、各団体のヒアリング等でもご意見を頂戴しております。逃げる

時と、逃げた後の避難所での生活というところにおいて、特に障害をお持ちの方は、他の方と一

緒に避難所で過ごすのが難しい方が多いと認識しております。そういった方のために総合福祉セ

ンターを福祉避難所に位置づけてはいますが、障害の内容によっては福祉避難所で過ごすことす

ら難しい方がいらっしゃいますので、対応するために市内の医療機関や福祉施設と個別に協定を

結ばせていただいて、災害時の障害者、ご高齢者の居場所を確保する取組も進めているところで

す。ただ、お話しいただいたように福祉避難所に行くというのは分かるけど、どういうふうに行

くのか、行った後にどう過ごすかというところがよく分からないというお話も頂戴しています。

福祉避難所でどのようなサポートがあるのか、このような生活を送っていただく形になりますと

いうところをしっかりと見ていただくような工夫が今後必要と思っております。 

 今年度も１１月１９日の日曜日に二見地区で防災訓練を企画しておりまして、障害当事者団体

にも、お声がけをさせていただき、具体的な訓練内容等今後詰めさせていただきます。そういっ

た企画の段階からでも結構ですので、ぜひ防災部局にそういった懸念の声をしっかりお伝えいた

だいて、当日の訓練にも生かす形をとれたらなと思いますので、引き続き忌憚ないご意見をよろ

しくお願いいたします。 
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委員:   

 先ほど、コミュニケーションの話題があったので、お話させていただきます。私は知的障害の

方と対応することが多いのですが、施設の職員が選挙の時に選挙会場に連れていくと、「よく分

かりませんでした。」と言って連れて帰ってこられることが多くあります。コミュニケーション

について、特に自閉傾向の強い方は、視覚情報が優位だというところは皆様何となくご存じだと

思うのですが、できればそのような方のために、写真を見て指差し等を了承していただけると非

常に参画しやすいのではと、このたびの選挙の時にも感じましたのでお伝えします。 

 ２点目に、「障害のある方が日中活動を利用して、地域での社会参加ができるよう様々なニー

ズに応じた日中活動の場の拡充を図ります。特に医療的なケアや常時介護必要な重度障害のある

方及びその家族が安心して地域生活ができるような支援の拡充に努めます。」というところで、

今現在、明石市内に特に就労系の事業所がＡ型は１８か所、Ｂ型は５７か所あるという文言を見

て、増えてはきているとは思っていましたが、ここまで増えているのかと数値を見て驚きました。

達成度のところで「継続実施」と書いていますが、私は就労系の事業所をこれ以上増やすメリッ

トがあるのかなと率直な印象としてあります。確かに利用者が選べるという点は大きなメリット

かなと思います。しかし、明石市内のＢ型の状況をお聞きしていく中で、「どの工場ももう既に

企業内就労みたいな感じで行っています。」「下請にも出しているのであなたに出す作業はあり

ません。」というふうに、いい意味で言うと活性化していると言えますが、反面いろんなところ

が参画している結果、工賃をみんなで下げ合い、利用者を取り合っている状況というところもあ

るので、市のほうでも検討が必要なところだと思います。医療的ケアの方と重度障害者の方とい

うところに焦点化して進めるというところが大きな目標達成に向けた動きなのかなと思いました

ので、お伝えさせていただきました。 

  

事務局： 

 １点目の選挙につきましては、公職選挙法上の縛りがあるのでどこまで支援できるかというこ

とは難しいところですが、明石市では先ほど少し触れましたコミュニケーション支援ボードを全

ての投票所で設置しています。ただ、サポートする市職員の配慮はまだまだ足りないと思います。

私たち福祉部門の職員も選挙事務で投票所へ行きますが、他部署の職員まで目を向けると、そう

いったサポートを十分にできるまでの技量がまだまだ乏しいところであり、引き続き市職員に向

けて、選挙管理委員会任せにせず、しっかりとした障害のある方へのサポートを意識して取り組

んでもらう必要があると思っております。 

 もう１点の就労事業所のお話につきましては、非常に難しい問題です。確かに、成人でしたら

Ｂ型事業所、お子様の方では放課後デイサービスの数が増えています。利用者を集めるために市

のほうでも協力してくれないかという話も耳にします。制度としましては、総量規制という形で

この障害福祉計画に定めている供給の見込み量をオーバーした場合は新規の事業所指定を行わな

いということはできます。ただ、この総量規制の仕組みは明石市単体でしても意味がなく、明石

市が新しいＢ型事業所の新規開設を認めなくても、他市で開設し、そこへ明石市の利用者が行く

となると、同じ話になります。広域的にやっていかないといけないというところで我々も非常に
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強い問題意識を持っています。ただ、新しい事業所が増えることは、やはり競争を促す意味では

いい点であります。優良な事業所が新たに参入することも阻害してしまう一方で、利用者を集め

ることや、仕事を探すのに四苦八苦しているという事業所を温存するというところもあるので、

なかなか難しい問題です。やはり、何らかの形で優良な事業所に参入してもらって、難しいとこ

ろにはご遠慮いただくような形で明石市内に優良な事業所をしっかりと育てていく工夫が必要と

思っています。今の時点で、Ｂ型事業所の供給量が多く、需要とのバランスが崩れているのかと

いうと、そこまでではありませんので、利用者の選択肢をある程度は担保したいと思っておりま

す。その中でも特色のある事業所が出てきてほしいなというところで、人材育成の取組もそうで

すが、当市でも昨年度、明石市内の様々な事業所での取組の事例集を集めた「明石の好事例集」

を取りまとめて公表していたりと、事業所同士が切磋琢磨できるような仕組みも考えています。

今後、遅かれ早かれ供給過剰になってくることはある程度予想ができますので、そういった場合

にどういう仕組みができるのかを県や近隣の自治体とも協議しながら対応を考えていきたいと思

っております。 

 

委員：  

 発達・知的障害者の事業所はとても多いですが、医療的ケア児と重度心身障害者たちの放課後

デイサービス、就労、生活介護のサービスが極めて少ない現実があります。このことは市職員の

方には、団体ヒアリングの際に申し上げて、よく知っていただいていると思いますが、もう一度

委員の皆様がいらっしゃるところで改めてお伝えしたいなと思いました。 

 それから、保育園について多くの声が上がっているのが、「明石の公立保育園は看護師を配置

していただいて、できるだけ聴覚障害の子どもも預かるように配慮していただいているが、私立

の保育園は預けることができないとはっきり言われる。」と、何件も保護者から相談を受けてお

ります。そういう点から啓発が大事かなと思います。１３５Ｅネットのほうも委託金を明石市か

ら頂いて、啓発のイベント等々をさせていただいておりますが、皆様が実態、現状を理解してい

ただかないとなかなか組織的に変えていけないです。市のほうとしては看護師が入って、予算も

出しているようですが、現実的にはそれがうまく稼働していないと耳にします。母親や利用者た

ちの声を伝え、市が工夫していただいているとはいえ、子どもにやさしい明石ということでたく

さんの家族の方たちが明石に引っ越しされて、たくさんの市民の方が増えましたが、私の周りの

障害のある子どもたちの親御さんのほぼ皆様が「一切、障害のある子どもには優しくない。冷た

い明石や。」と言われます。市の方たちは努力していただいていますが、実際の現場の人たちま

では行き届いていない実態があるということも分かっていただきたいなと思います。 

 障害のある人たちを、守ってくれるのは親ですが、親でなければ最後は警察になります。警察

の方たちは何かあった時や、事件があった時に守っていただける人たちなので、警察の方たちに

も、コミュニケーションを極めて取りづらい自閉症の方たちについての啓発をしないといけない

かと思います。過去に自閉症の人が警察官に取り押さえられて亡くなったということもありまし

たので、子どもから大人、そして色々な仕事の方たちに啓発を積極的にやっていただけたら非常

にありがたいと思います。 

 最後に、明石商業高等学校の福祉学科ができ、すごいなと思いますが、実際に生徒が行かない
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と何もならないので、生徒がたくさん行って、何かいいものを得てもらえればありがたいです。

何か明石商業高等学校にたくさん行ってくれるような取組ができたらいいなと思っております。 

  

事務局：   

 市民アンケート、事業所アンケート、関係団体の皆様からいただいたご意見の中でも、やはり

医療的ケアが必要な方や、子どもから成人まで重度心身障害者の方を含めて、活動できる場所、

通所できる場所が少ない、ショートステイ、グループホーム等含めてなかなか生活の場が十分で

ないというご意見を多々いただいております。今後計画の具体的な中身を作成していく中で、ど

こかの分野でしっかりと重点的な位置づけをして、しっかりと予算をつけて既存の事業を並べ立

てるだけではなく、新規事業をという形で位置づけていく必要がある分野が幾つかあると認識し

ておりますので、次回の会議で素案をお示しする中でしっかりと市として、計画の方向性や、重

点的に取り組んでいくところはお示しをさせていただきたいなと思っております。 

 啓発のところにつきまして、本当に１３５Ｅネットの皆様には、通常業務の傍らで市の事業、

受託事業ということで様々な取組をしていただいていて、先日も週末に市民広場でイベントをし

ていただいて、朝から本当に多くの方にご来場いただいておりました。本当にありがとうござい

ます。先ほどの選挙の話もそうですけれど、なかなか市職員でも現場レベルになってくると、福

祉と接点が少ない職員にとって、障害のある方はどうしたらいいか分からず取り掛かりにくいと

感じているところがあるように思います。保育所についても、待機児童対策の中で近年、数多く

の保育所が新しくできています。また、「こどもを核としたまちづくり」を推進する中で子ども

を育てるまち、みんなで子どもを育てるという観点で明石市の取組をやっていく中で、障害の有

無にかかわらずお子様を社会みんなで育てるというところが非常に大事だと思います。我々とし

ても保育士の確保、看護師の配置で予算の確保だけではなく、実際に現場で働く保育士職員の服

務についてもしっかりと理解いただく取組をしていかないといけないと思っております。 

 明石商業高等学校福祉科の件については当然、これまで議会でも議論のあるように、しっかり

と生徒に来てもらうことが大切だと思います。福祉としてもしっかりと教育と一緒になって取り

組んでいきたいなと思っております。 

 

委員：  

 事業所アンケートで、「障害者就労・生活支援センターあくととの連携について」という項目

で、結果を見るとどちらかというとあまり連携できていないなと感じます。一方で、「第６次障

害者計画の取組状況」の中で、あくとの役割や具体案が出ていますが、実際にあくとが事業所と

の連携が悪い中で色々な項目を任せているのはどうなのかと思います。もう少しうまく連動して

やっていただけたらと感じます。 

 

事務局：  

 まず、あくととの連携というところでアンケート調査の６ページで結果が出ていますが、生活

介護や自立訓練はなかなか就労と結びつきにくいので、ある程度連携できていないのは正直なと

ころ、仕方がないのかなと思っています。 
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 移行事業所や、Ａ型・Ｂ型の事業所等の連携状況の結果については、真摯に受けとめる必要が

あるのかなとは思っていますが、そもそものあくとの役割といたしましては、就労事業所と関わ

らないような方々の受け皿としてサポートするというところを第一の役割とさせていただいてい

る関係で、先ほどお話しいただいたように５０を超える事業所がある中で、全ての事業所があく

とと情報共有しながら、事業を進めているかと言えばそこまではいかないところです。この後、

部会の活動報告いただく「しごと部会」とは、しっかりとあくとと連携し、役割を果たしていま

すが、個別の事業所との関わりとなると、一般の就労に結びつくような方がいらっしゃる事業所

については個別に連携をしていますが、自己の事業所で完結しているような事業者と連携という

形になると、まだお互いの顔が見えてないところがあると思います。ここについてはさらに詳し

いアンケートや事業者からいただいているコメントなんかもしっかりと拝見させていただく中で、

どのような形がいいのかというところをあくととも相談しながらやっていきたいなと考えており

ます。 

 

委員：  

 私は５年ぐらい前にあくとの担当をしていた時期があり、今とその時とでは違っているところ

もあると思いますが、このアンケート結果は、あくとを運営している側からするとある意味必然

的なところもあるという受け止め方をしています。あくとの実情として、大半が企業就労されて

いる方の定着支援というところが挙げられます。あと、あくとへの新規相談の方の特徴としては、

「知的障害です」と言って療育手帳を持ってこられる方や、「精神障害です」と言って精神保健

福祉手帳を持ってこられる方がどんどん少なくなってきています。これだけ移行支援や、Ｂ型の

事業所がいっぱいできてくると、もう既に事業所とつながっているという方がとても多くなって

くるので、あくとにつながってくるという方は、手帳を持ってない方や、発達ベースの精神手帳

を持っているという方が多くなってきているので、あくとと事業所の関わりというのは少なくな

ってきていると推測させていただきます。 

 移行支援やＢ型の役割について、あくとも市の委託を受けて、できればＢ型から移行に、移行

から就職にという流れを作りたいなということで、しごと部会が一緒になりチャレンジウィーク

の企画など音頭をとってやらせてもらっています。 

 また、移行の事業所が就職先を探してほしい、企業を開拓してほしいですという相談も一定あ

ると思いますが、移行は２年間かけて訓練をして就職させることで個別給付のお金をいただいて

いるはずなので、そこをあくとが支援するというのはどうなのかなというところがあります。ど

うしてもその個別支援というところはさっき事務局がおっしゃったように、どこまでサポートす

るのかというお話になってくるので、少し位置づけとして難しくなってきていると思います。 

  

委員：  

 私のほうからは２点、確認をさせてください。 

 資料４ですけれども、第５次障害者計画の取組状況のところで基本目標を８つに分けて取り組

んできたという流れが前提にありますが、第６次計画に向けてのところでは、７つの分野に分け

て基本目標を今後設定していくとあります。また、１０ページにイメージ図がありますが、中身
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を見ると社会参加関係に基本目標の４番と７番辺りが統合し、基本計画を少なくしたいというよ

うなイメージが受けて取れます。そのようにまとめられた意図や、市のほうで考えられている背

景があれば教えていただきたいと思います。 

 もう１つですけれども、全ての資料を拝見させていただきましたが、今後の目標として「イン

クルーシブなまちづくり」や、「誰も取り残さない」という中で、キーワードとして挙がってき

ていないと思っているのが、若年者も含めたひきこもりの問題、ヤングケアラーの問題、自殺対

策の問題といったところです。他の法律に基づいて計画というものは運用されていくかと思って

いますが、この問題を福祉計画のところでどう盛り込んでいくのか。そういった課題について市

でのお考えを教えていただきたいと思います。 

  

事務局：   

 基本目標の数が８つから７つにというところについて、確定事項ではないのですが、おっしゃ

るように現行計画の目標の４と７の分野をある程度結合しているところがあります。それ以外の

ところも含めて改めて整理をさせていただきたいと思っています。その理由として、各分野重複

してくる内容がかなり多くなってきていることと、今の計画の基本目標８つを見て、どれを、ど

こで、何をやっているのかというところを、もう少し分かりやすくしていきたいという思いが第

一にあるからです。現行の国の障害者基本計画において定めている内容等も踏まえて、できるだ

けシンプルに計画をご覧いただくために、どの分野で何をしているのかというところを少しでも

分かりやすくしていきたいというところで、一定社会参加というキーワードでくくれるところは

くくり、特に重点的にやっていくところがより分かりやすくなるように、明石市が今後、５年、

６年かけてしっかり取り組んでいくというところが見えるような計画にしたいという思いがござ

います。現時点では７つの分野に整理をして、合計１６２ある施策の目標も、しっかりと整理を

して位置づけていきたいなと考えております。 

 もう１点のご指摘のひきこもり、ヤングケアラー、自殺対策について、明石市では、ひきこも

りや自殺対策は保健所に相談支援課という部署を設けて取り組んでいるところです。現行計画で

なかなか見えにくいところも正直なところあり、おっしゃるとおり明石市として取り組んでいる

ところをしっかりと見える化をしていきたいなと思います。ヤングケアラーについては、前回の

計画を策定した段階では、まだ市として大きな動きはできておりませんでしたが、現在ヤングケ

アラーの対策検討チームが庁内の福祉局を中心に立ち上がっております。教育委員会やこどもセ

ンターと、個別のケースをそれぞれの社会資源を使って取り組んでいく庁内連携の仕組みをつく

っておりますので、そういった対応をしているところはしっかりと位置づけていきたいなと考え

ております。 

 

委員：  

 資料７の関係団体の結果報告にある、５の療育・保育・教育の一番下の情報提供についてです

が、２０歳になったら障害年金をもらえることになります。これまで福祉サービスを受けている

方には市のほうから何らかのお知らせがありますが、福祉サービスを受けてない方には何も連絡

がなく、「２０歳で何かあるのか。」みたいな話や、先輩の母親が話をしているときに「それは
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何ですか。」と聞くことがあります。節目、節目に何らかの情報提供できるような形があればと

思っており、明石市のほうから何か情報を提供していただけたらと思います。 

 また、先ほどヤングケアラーのお話が出ましたが、障害児とか障害者を持っている家庭の兄弟

というのは、どうしてもどこかで親の手伝いをしてしまいます。どこまでをヤングケアラーとい

うのか、どこまでをお手伝いというのかという線引きは難しいと、話をしたことがあります。障

害を持っている兄弟はそういう機会が多いということは知っておいてほしいと思います。 

 

事務局： 

 年金に限らず、福祉サービスにつながってない方へ様々な制度をどのように情報提供していく

かは大きな課題だと思いますので、しっかりと考えていきたいと思います。 

 先ほども話が挙がりましたヤングケアラーについて、まず市民アンケートの内容をお伝えさせ

ていただくと、市民アンケートの中でも障害をお持ちの方を、主に家庭でお世話している方がど

なたになるか、という内容を市民アンケート内で質問させていただく中で、前回の調査では「兄

弟姉妹」というご回答はほとんどありませんでした。しかし、今回１，０００人ちょっとご回答

いただいた中で、「兄弟姉妹が障害をお持ちの御兄弟の世話をしている」という回答が一定数出

てきました。このことは私たちも調査をしてみて、どういった結果が出るかなと注目していたと

ころで、一定数親御さんではなくて、障害当事者の方をご家庭で支えてらっしゃるというところ

の数字が拾えたというところが大きいなと思っています。 

 ヤングケアラーへのアプローチについて、子どもがご自身の勉学や、余暇活動を一定以上我慢

せざるを得ない状況というのは、ご家庭でご兄弟の世話をしている頻度の多い少ないではなくて、

一人ひとりの子ども、ご兄弟の生活の状況等をしっかりと踏まえたうえで、考えていく必要があ

るのかなと思います。定義づけることは正直難しいです。明石市としては関係機関、教育、福祉、

子どもの部局が集まって、一つ一つのケースをしっかりと拾い上げて、必要なサポート、福祉分

野でしたら当然家事援助や、レスパイトのショートステイの利用がありますし、子どものほうで

もそういった制度がございますので、既存の制度をしっかり使っていく中で、一人ひとりの子ど

もがヤングケアラーに陥らないような、実際ヤングケアラー状態になっているご家庭をしっかり

と救えるような取組を地道にやっていきたいなというふうに思っております。 

 

委員：   

 資料５で、第６次の障害者計画の中で今回、障害者手帳保持者に向けてのアンケート調査をや

っていただきました。どうもありがとうございました。かなり回収率もよかったのかなと思いま

す。 

 その中でアンケートを今後実施される予定があるのかどうかについて、お伺いします。せっか

くやっていただきましたが実施期間が短かったような気がします。事務局のスケジュールがあっ

たかと思いますが、せっかくやっていただくのであれば、もう少し期間が長くてもよかったかな

と思います。当事者からの意見を聞いての施策というのはとても大切なことなので、できるので

あれば再度、そしてもう少し長い期間でアンケートを実施いただければと思います。１８歳未満

の方の回収率がかなりよかったことは、非常によかったと思っております。 



－11－ 

  

事務局：   

 アンケート調査につきましては、今年度は再度の実施の予定はございません。ただ３年に１度

見直しをしますので、その際にどういった形でできるのかは検討したいと思っています。障害当

事者団体の方のヒアリングや、事業所のアンケートは我々としても自前である程度はできますが、

こういった大規模な市民の方向けのアンケートとなると、一定の予算措置が必要になってきます

ので、すぐにはできないという状況もあります。ただ、障害の計画だけではなくて、今後長期総

合計画の検証する中でも市民アンケートを予定しているように、他分野でも様々な市民の声を吸

い上げる仕組みがあります。そういった庁内関係各課が行うアンケート調査でも障害の福祉で聞

きたいエッセンスを入れてもらうような仕組みを考えていきたいなと思っています。 

 調査期間につきましては、１か月足らずで駆け足のところがありましたので、今後はもう少し

余裕を持って答えられる期間の工夫をしていきたいと思います。 

 

 ―休憩― 

 

事務局：  

 再開のほうさせていただきます。引き続きよろしくお願いいたします。 

 ここまでの進行は事務局のほうで担当のほうさせていただきましたが、以降は会長にお願いし

たいと存じます。会長よろしくお願いいたします。 

 

会長： 

 それでは時間も大分過ぎていますので、早速ですが次の議題に移りたいと思います。議題の

（２）の「各専門部会より令和４年度活動報告及び令和５年度活動方針について」、各専門部会

よりご説明のほう、お願いいたします。 

  

―くらし部会より報告、説明― 

 

会長：   

 報告と計画について、何かご質問やご意見ございましたらお願いします。 

 

（質問なし） 

 

会長： 

 続きまして、しごと部会より報告をお願いいたします。 

 

―しごと部会より報告、説明― 
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会長：   

 はい、ありがとうございました。 

 ただいま、しごと部会から報告がありました内容につきまして、委員の皆様から何かご質問や

ご意見、ございましたらお願いいたします。 

  

委員： 

 工賃アップについて、例えば、素人考えですが、神戸なんかに行くとアンテナショップがある

と思います。同様にＢ型の皆様の商品を集めたお店があれば、手軽に手に取って買ってもらえる

んじゃないかなと思ったりしますが、いかがでしょうか。 

 

しごと部会長：   

 明石市役所のセブンイレブンでも、そういう菓子類に関しての自主製品を置かせていただき、

またこの近隣では東播磨県民局のロビーで自主製品の販売を週に３日、定期的に販売させていた

だいています。 

 明桜会では西明石の新幹線の駅地下のところで、法人内の自主製品を一堂に集めて販売をする

場を運営させていただいております。ちょっと人通りが少なく、またコロナ禍もありまして、な

かなか販売には苦慮しているところではありますが、売っていかなくては利用者の仕事もなくな

ってきますので、どこかできっかけ等がありましたらぜひそういった場所を利用させていただい

て、販売の機会をいただけるというのはありがたいかなと思っております。また、そういうとこ

ろも含めて工賃保証というところを考えていきたいと思います。ありがとうございます。 

 

会長： 

 では、続きまして、こども部会のほうからご報告お願いいたします。 

 

―しごと部会より報告、説明― 

 

会長：   

 ただいまのこども部会からの報告につきまして、何かご質問、ご意見ありましたらお願いいた

します。 

 

（質問なし） 

 

次第２の議題は終了させていただきます。 

 

―事務局より事務連絡― 

―閉会― 

 


